[bookmark: _Hlk50892932]訪問介護と訪問看護の連携を利用者が評価する尺度の開発

目的
訪問介護での訪問看護との連携について,その影響を受ける当事者である利用者が評価する尺度の開発を目的とした.
方法
東京都A市内の24訪問介護事業所の利用者1,321人を対象に質問紙調査を行い,有効回答667件のうち訪問看護を同時に利用している171件を分析した.
訪問看護と訪問介護の聞き取り調査から作成した14項目を因子分析した. 尺度の外的基準にヘルパーとの援助関係尺度,連携によるサポート,連携の全般的評価を用いた.
結果
  因子分析により２因子８項目の尺度が得られ,外的基準にしたヘルパーとの援助関係尺度,連携によるサポート,連携の全般的評価とも有意な関連を示し,一定の妥当性が認められた.信頼性はα係数.837であった.
考察
  訪問介護と訪問看護の２つのサービスを利用する高齢者及び家族が両者の連携を評価する尺度項目の可能性が示唆された.


367字表題含め393字
英文は、ダブルスペースで100～175語

＜補足説明＞
「連携によるサポート」とは、「何か困ったことがあったとき,看護婦さんとヘルパーさんは協力して私を助けてくれる」など６項目で構成される尺度に付けた名前です
